
北
九
州
市
保
健
環
境
研
究
所
報

北
九
州
市
保
健
環
境
研
究
所

第
四
九
号（
令
和
三
年
度
）

北九州市保健環境研究所報

第  49  号
（令和３年度）

北九州市保健環境研究所



北 九 州 市 保 健 環 境 研 究 所 報

第 49 号 （令和３年度）

〒804‒0082
北九州市戸畑区新池一丁目２番１号
北 九 州 市 保 健 環 境 研 究 所
電話 （093） 882‒0333 ＦＡＸ （093） 871‒2535
e-Mail　ho-kenkyuu@city.kitakyushu.lg.jp

２２１１１１４Ａ

北 九 州 市 保 健 環 境 研 究 所 報

第 49 号 （令和３年度）

〒804‒0082
北九州市戸畑区新池一丁目２番１号
北 九 州 市 保 健 環 境 研 究 所
電話 （093） 882‒0333 ＦＡＸ （093） 871‒2535
e-Mail　ho-kenkyuu@city.kitakyushu.lg.jp

２２１１１１４Ａ



はじめに

　
　保健環境研究所報第 49 号の発刊に際しまして、ご挨拶を申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症の世界的なパンデミックが発生して３年が経過しました。こ
の間、感染の拡大と収束が繰り返され、未だに終わりの見えない状況が続いています。特
に、昨年末に出現したオミクロン株、さらにはその後に派生した変異株は、かつてない感
染力の強さによって、瞬く間に「第６波」と「第７波」の大流行を引き起こし、その収束
を見ないまま、「第８波」へと突入してしまいました。
　今夏の「第７波」ではＢＡ．５系統が主流となっていましたが、秋以降、新たな系統の
ウイルスが次々と出現し、今後、どのように拡大もしくは収束していくのか見通せない状
況となっています。本研究所においても、今春に導入した次世代シーケンサーによるウイ
ルスのゲノム解析を継続しており、流行中の変異株の特定や新たな変異株の早期発見につ
ながるよう監視体制を継続しているところです。

　一方で、オミクロン株とその系統株は、依然として感染力は強いものの、昨年、猛威を
振るったデルタ株よりも重症化のリスクが低いこともあり、国もコロナウイルスとの共存
を模索するため、「第６波」以降では社会経済活動の制限を実施しませんでした。これに
より、令和２年、３年とオンライン開催となった本市の夏の風物詩「わっしょい百万夏ま
つり」は、３年ぶりにコロナ禍以前と同様の形式で開催され、久しぶりに賑わいが戻って
きました。

　環境分野においても、新たな課題への対応が求められています。中でも脱炭素社会の実現に
向けた取組みが急務とされていますが、これまで長きに渡って機器分析を主体とした試験
検査や調査研究を推進してきた研究所にとって、「どのような関与や取組みができるの
か」「今まで培ってきた知見や技術が生かされるのか」、それとも「ゼロベースからの出
発となるのか」など議論すべき課題も山積しています。現状、できることを着実に一歩ず
つ取組むという方針により、先ずはこの分野の知見の収集から始めたいと思っております。

　３年前に発生したコロナ禍を通じて、研究所に求められる役割も大きく変化してきまし
た。業務の主体となっている試験検査と調査研究に加え、新たな取組みとして、市民に対
して、「正しい情報を発信する」、「専門的な内容を分かりやすく伝える」といった、い
わゆる情報発信機能を強化し、その手始めとして、本年８月、市民向け情報誌「保環研だ
より」を創刊いたしました。これから定期的に保健衛生や環境に関する最新トピックスを
中心に皆さま方の役に立つ情報を発信してまいります。

　最後になりますが、今後も地方自治体の公的試験研究機関として、職員の専門性を高
め、保健衛生・環境政策の両面を技術的に支援するとともに、市民の安全・安心に寄与し
てまいりますので、皆様方のより一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　令和４年12月
� 北九州市保健環境研究所　
� 所長 　佐 藤 　健 司 　
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